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Ⅰ．研究の背景と論点
　キャリア開発総合学科は、地域総合科学科
という新しいタイプの学科で、従来の学科の
ように内容を特定分野に限定せず、地域の多
様なニーズに柔軟に応じている。150 名の定
員に対し、学びの領域としてきめ細かく 9 つ
の系が設定され学生の方向性は多種である。
分野は多様でも、学生の多くは卒業後の就職
を目指しており、どの領域を優先的に学んで
いるかに関わらず、社会人・職業人としての
基盤となる能力を備えることは必須である。
学科の発足以来、その支援の一環として「キャ
リアデザイン（旧キャリア開発）」という必
修授業が展開されてきた。現在、キャリアデ
ザインⅠは 1 年次前期に、職業人の講話や自
己分析を行い社会人に向けての意識を高め、
Ⅱは 1 年次後期に企業研究をチームで行い職
業人と接することで、マナーや仕事の仕組み
を知ると同時にチームによる対人関係を築
き、Ⅲは 2 年次前期に、各自の就職活動の進
捗に応じたニーズ別演習となっている。
　このキャリアデザインを学科の中核的科目
ととらえ、大学全体のアクティブ・ラーニン
グとしての位置づけから精査した報告［永野
2018］がなされたり、キャリアデザインⅠ、
Ⅱ、Ⅲの関連について総括する試みがあった

［永野 2019］。更に 1 年次の学科必修授業とし
ての「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザ
インⅡ」と 1 年次通年科目の必修授業「聖和
総合教育」の連動について考察がなされた。

［永野 2020］。このようにひとつの科目とし
てではなく、他の活動や授業との関係につい
ての研究が進展するなか、2020 年度、2021
年度はコロナ禍において、授業構成・計画に
制限が加えられた。オンライン化が著しく進
展し授業におけるコミュニケーションの在り
方も変容した。2022 年度は、筆者自身が、
進路担当に任命されたことを踏まえ、ICT

（あるいは DX）の技法を取り入れ、現代的
で効率的かつ効果的な展開となるよう意欲的
に取り組むことを試みた。その中でも、チー
ムによる数週間にわたる企業研究は全国的に
みても類のない際立って特別な企画と考えら
れ（註１）、学生にとっても有意義な活動で
ある一方、モチベーションなどの維持向上は
課題である。本論ではその授業記録を提示し
つつ、成果について検証し次のステージに向
けた課題とその改善の在り方について検討す
る。なお、キャリアデザインⅠとⅡの内容は、
2019 年度以前と 2020 年度以降では入れ替え
られ、2019 年度まではⅠで行っていたチー
ムによる企業研究は、2020 年度からはⅡで
行われている。

Ⅱ．全体の流れ
　1 年次学生 190 名以上を 6 人または 7 人の
30 の小グループ（チーム）で構成している（た
だしグループワーク不向き者は除く。後述）。
所属ゼミ、出身校高校が異なる“初対面”の
メンバーと共に活動する。4 〜 5 チームで中

キャリア教育におけるチームワークと個人の力を伸ばす試み
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グループ（教室単位）が組まれ、中グループ
には便宜的にＡからＧまでのアルファベット
が充てられた。各教室には教職員がペアとな
り指示やファシリテーションを行い、3 名の
教職員が別動隊として巡回し、連絡共有やト
ラブル支援を行った。10 月から 12 までの 2
カ月間 8 回の授業で、業界職種研究のための
企業選定、アポイント、取材、まとめ、発表
スライド作成を行い、取材先の企業・団体に
ついて「そこに入社したくなる」プレゼンテー
ションを行う。プログラムの終盤、各教室で
代表チームを選出し、最終週は、代表チーム
による決勝プレゼンテーション大会を開催す
る。
　取材先となる企業・団体は、宮城県・中小
企業同友会を通じて「キャリア系授業におけ
る企業研究のための取材協力のお願い」とい
うプレゼンテーションを教員が行い、賛同し
ていただいた。取材先は 30 で、チーム数も
30 であるため、学生には事前に告知し、夏
期課題として企業調査を課した。それを踏ま
え、チームが構成されるとチームとしての希
望取材先を確定させ、他チームと重複・競合
した場合には、じゃんけんによる選択権の取
得とした。

Ⅲ．課題と改善
　本企画が導入された当初からの課題とし
て、学生の自己肯定感や緘黙、教員間での情
報共有などが挙げられる［永野 2019：60］が、
これらは依然として持ち越されていると言え
る。更に企業調査の的確さ、アポイントの取
り方などの社会人としての常識的マナー、出
席率や熱量などチーム内での取り組みの格
差、それに付随するチームとしての継続性、
そして PC 操作やプレゼンテーションアプリ
への習熟度合などにも対策が必要である。こ
うしたことは事前に判明してはいるが、万全

の対策がとれるわけではない。その一方、一
定の困難を経験すること自体が学生にとって
は有意義であり、それを糧とし地域に貢献で
きるレベルの人材となっていけるよう支援す
ることも地域総合科学科をもつ短期大学の役
割でもある。また、時代に合わせたアップデー
トを繰り返し、改善を実現していくことも学
科としての使命である。こうしたことを踏ま
えた本年度の主たる改善項目は、以下の通り
である。

①　全体傾向の把握と全体共有
　前年までは、毎回の授業終了時に学生に短
いコメントを書かせ、それに対し教室担当教
職員が短くフィードバックを添え返却し、翌
週再び、同様のやりとりを行う、というコミュ
ニケーションが行われていた。それによりト
ラブルを抱えているらしい学生の把握ときめ
細かい対応も可能だが、学生が記述するコメ
ントの大多数は、今日は○○を頑張った次も
頑張ろう、とか、今日は出席参加者が少なく
進捗も遅かった、など、比較的ありふれた内
容である。一度や二度であれば、フィードバッ
クの文面も工夫できるが、同じようなコメン
トが毎週続いた場合には、応対の在り方も“ワ
ンパターン”の傾向を帯びてくる。特別な出
来事が毎週あるわけではなく、特筆すべきこ
とはなく平穏な状態が続くこと自体はいわば
当たり前のことである。しかし、教職員の中
には、どのようにフィードバックすべきか、
というそのこと自体に苦労する者の姿も伺え
た［永野 2019：64-65］。学生支援の労力配分
については、再調整してもよいと考えられた。
こうしたことを踏まえ、「学生個人と教職員
との一対一のコメント／フィードバック」を
廃した。その代りとして、テキストマイニン
グを使ったワードクラウドによる、全学生の
意識を図解化し、全学生・全教職員で共有し、
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そこにフィードバックを行っていくという方
法を採用した。（註２）
　夏期課題として課した「インターンシップ」
についてのコメントを集計したところ次のよ
うになった（図１）。ワードクラウドはスコ
アが高い単語を複数選び、その値に応じた大
きさで示す。本論での引用は白黒だが、本来
は品詞の種類で色が異なり、青色が名詞、赤
色が動詞、緑色が形容詞、灰色が感動詞を表
す。
　名詞の出現回数が最も多いのは「企業」（53
回）、次が「参加」（52 回）、三番目が「インター
ンシップ」（44 回）となっている。しかし、ワー
ドクラウド上で顕著に存在感を示している名
詞は「インターンシップ」である。また、動
詞の出現回数が最も多いのは、「思う」（64
回）、次が「できる」（53 回）、三番目が「知
る」（41 回）となっていう。最も出現回数が
多い「思う」は存在感が小さく、「インター
ンシップ」の存在感が大きいのは、「単語出
現頻度」だけでなく「スコア」という考え方
を反映させているためである。スコア換算に
よれば「企業」、「参加」、「インターンシップ」
はそれぞれ、88.15、22.28、255.14 で、「思う」、

「できる」、「知る」はそれぞれ、2.31、3.51、4.14
となっている。図は、単語の出現回数の単純
な反映ではなく、短時間に集計する機能とし

ては、文脈を考慮したある程度の信頼がおけ
るデータとして有効であると判断した。
　ワードクラウドによる生徒・学生の集合体
としての意識の理解を行う研究は散見される

（註３）が、それを、毎回の授業で、学生に
見せ共有させることによる授業を展開してい
る事例については知られておらず、先進的試
みと言えるかもしれない。この導入について
は 5 月の「キャリアデザインⅢ」のニーズ別
学習において、「就職活動の進め方」を選択、
つまり、進路についての明確な展望を持って
いないと考えられる 70 名ほどの学生を対象
に、アンケートをとったことがきっかけとなっ
た。「具体的活動は一切していない」が 3 割
以上（図２）、就活は「なんだか乗り気がし
ない」「仕方なくなっている感がある」で合
計 6 割以上（図３）、「自分に合った仕事が
わからない」が 6 割近く、「落とされると思
うと、不安がましてくる」が 1.5 割（図４）
といった集計をリアルタイムで学生と共有
し、それを踏まえたコメントを教員が行った。
不安に思っているのは自分だけではないの
だ、ということが改めて認識されたためか、
学生の表情からは緊張がほぐれたように感じ
られた。授業後のアンケートにも「不安なの
は自分だけではないとわかり落ち着くことが
できた」といったコメントが散見された。第

図１．ワードクラウド：夏期課題「インターンシップ参加」に関するコメント（n=176）
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3 者のコメントが広告的に有効であるウイン
ザー効果ではないものの、集合体としての“自
分たち”の姿を客観的状況として踏まえ教員
がコミュニケーションをとることは、学生た

ちの納得感を得ると同時に次のステップに進
んでいこうとする気持ちが喚起される効果が
あるのではないかと期待された。

図２．就職活動の現在の進捗

図３．就職活動についての感想

図４．就職活動の課題について
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②　個別の特徴と個別のフィードバック
（ア）　テキストマイニング

　ワードクラウドは全学生のコメント
（意識）を図解化したものであり、特定
の学生の特定の要件に対して応えるもの
ではない。しかし、全体構成のもととな
るデータ取集の際に個別のデータが採集
されるため、それを参照することで関係
する教職員全員がその問題について共有
し、対応者が特定され解決にあたること
ができる。紙ベースで一対一のコメント・
フィードバックをする方式ではリアルタ
イムで共有することが難しかったことを
容易にこなすことができる。

（イ）　傾向分析
　グループワークを経験していく過程に
おいて、協働活動における自らの傾向を
自覚させるため、次に挙げる傾向検査（ア
ンケート）を 4 種類実施した。いずれも
グループ活動などでの対人関係における
思考、感情、行動などを基にした類型で
どれも 4 象限に分類される。PM 理論の
類型については、グループワーク初回と
最終回の計 2 回行い比較できるよう設計
した。

・リーダーシップの PM 理論（初回）
・ソーシャルスタイル診断
・社会生物本能
・ファシリテーターの 4 類型
・リーダーシップの PM 理論（最終回）

（ウ）　グループワークが不向きな学生ための
配慮
　全ての学生がグループワークにスムー
ズに取り組めることはなく、実態として
は、参加が難しい学生は毎年のように散
見されていた。本年度はこうした現状を

踏まえ、事前調査の上、グループワーク
期間中、別教室による別プログラムを、
臨床心理士・公認心理士の学校カウンセ
ラー協力のもと、企画・運営した。個々
の学生によって特徴は異なっているた
め、毎回の授業内容については調整がな
された。

③　進路開拓への貢献
　このプログラムが目指しているのは、単な
る研究、単なるグループワークの完遂ではな
い。職業人・社会人としてひとり立ちできる
ようなシステムの一環であると筆者は考えて
いる。そのため、教員主導で授業は構成され
るものの、学生課職員との連携を密にした。
　本学では、教員と職員の連携が非常にうま
くいっており［永野 2017］、進路担当として
筆者は月に一度の連絡会議を開催、問題点を
共有し、進路開拓支援がより効率的・効果的
に行えるよう、授業内での構成を、随時微調
整することとした。

Ⅲ．授業計画とその展開
①　計画と実態
　全 15 回のうち、10 月半ばの 4 回目から 12
月中旬の 11 回目目までが企業研究のグルー
プワークになっている（図５）。第 1 週目が、
初顔合わせと同時に、取材企業決定であり、
以降、アポイン取り、取材といった日程はチー
ムにより異なる。アポイント可能な日時や担
当者、メールか電話かなどの連絡方法につい
ては企業側からの指定があり、それに準じて
行う。取材は、必ずしもメンバー全員でなく
ても構わないが、複数で行うことが前提であ
り、日時調整に苦労するチームも散見される。
取材は、対面、オンラインどちらでも可能な
場合もあるが、オンライン、対面のどちらか
に限られる場合もある。11 月以降は、取材
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が済んだチームとそうでないチームによっ
て、プレゼンテーション資料作成などの進捗
も開きが大きくなる。12 月 8 日の 10 週目に
は、教室内代表を選抜するため、それ以前に
準備を済ませておく必要があり、焦り始める
学生も珍しくはない。12 月 15 日の最終回は、
代表チーム以外は見学であり、グループワー
クは 12 月 8 日で事実上終了となる。原則毎
回の授業のイントロダクションで前週の振り
返りとしてワードクラウドを共有させた。そ
の上で、その週に行うべき内容についての説
明や練習（アポイント取りの個別練習など）
に進むように構成されている。これらについ
ては教室のスライドに投影をするが、Google 
Classroom にも PDF が掲載され学生はそれ
を参照できる。なお、全体把握だけでなく、
個別のコメントについても担当教員はすべて
目を通し、ヘルプを求めるメッセージを送っ
ている学生に対しては、教室担当教員または
ゼミ担当教員からの支援がなされている。

②　全体傾向の把握と全体共有
　夏季休暇前の授業「キャリアデザインⅠ」
で、グループワークというものに関するアン
ケートを行った。不安を示す学生が多かった
が、10 月の初顔合わせにあとに、同様のアン
ケートを行い、比較したところ名詞の代表は
8 月は「不安」であり、10 月は「協力」に変
化した（図６）。不安とは漠然とした恐れを
表現した心理状態である。それが、協力とい
う行動を示す単語として表現されたことは、
前向きな姿勢になってきたことと受け止めら
れた。
　名詞、動詞、形容詞それぞれの単語出現頻
度の比較（図７）によれば、8 月は「人見知
り」が 81、10 月は 19、同様に「心配」は、
93 から 7 に、「深める」は 16 から 84 に、「楽
しい」は、23 から 77 になった。メンバーと
対面しての感想（図８）については、形容詞
の「話しやすい」、動詞の「話し合える」が
中心となっている。一方、グループワークに

図５．スケジュール表
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図７．単語出現頻度　学生に提示した 8 月と 10 月の比較

図６．グループワークに関するコメント　学生に提示した 8 月と 10 月の比較

図８．ワードクラウド　メンバーと対面しての感想　10 月 13 日
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対する 8 月の感想では「不安」、10 月の「協
力」という名詞が中心になっている。これは、
各自がメンバーとのかかわりについて取り組
む主体としての意識が表れているためではな
いかと推察される。
　こうしたデータは、授業終了時に行う「授
業報告書」と称されている Google フォームへ
入力することで収集される。以降も、スケ

ジュールに沿って 10 月 20 日は「決める」「役
割」などが（図 9）、10 月 27 日はインタビュー
の「質問」を「出し合う」や（図 10）、11 月
10 日には、いよいよ「パワーポイント」づ
くりが本格的が始まっていく（図 11）こと
が示されている。この内容の共有によって、
学生たちは、自分たちの進捗についての相対
的なポジションを客観的に把握できるものと

図９．10 月 20 日のワードクラウド

図 11．11 月 10 日のワードクラウド

図 10．10 月 27 日のワードクラウド
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思われた。教員にとってもこうした情報の把
握は、活動としての進捗管理のみならず、心
理的な側面に沿ってファシリテートしていく
指針になったのではないだろうか。
　11 月 24 日のワードクラウドは 11 月 10 日
と一見よく似ていたため、比較して見せた上
で、中心のパワーポイントの周りに、「話し
合う」「出し合う」「コミュニケーション」な

どが示されており、やりとりが進んでいるこ
とを指摘した（図 12）。12 月 1 日でも「パワー
ポイント」が支配的だが、11 月 24 日では小
さく表示されていた「発表」が大きくなって
いる（図 13）。12 月 8 日の集計では、中心に

「グループワーク」がきており、グループよ
る活動の意義についての思いが支配的であっ
たことが伺える（図 14）。

図 12．11 月 24 日のワードクラウド

図 14．12 月 8 日のワードクラウド

図 13．12 月 1 日のワードクラウド
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③　個別の特徴と個別のフィードバック
　チームのメンバーとして活動する過程にお
いて、自分自身がどのような特徴があるかを
把握することは、自己分析の一部として考え
られる。自己分析は前期で行っているが、そ
れとは異なる切り口で、学生を刺激し、自分
自身について考察する機会を与えるために、
前述の「授業報告書」において、5 回に渡り
傾向分析をさせた。
　PM 理論（P、p は成果、パフォーマンス
の追求、M、m は人間関係、メンテナンス維
持型。大文字小文字で強弱を示す）（註４）
による結果の特徴として初回は pm が 43％で
多数を占めていたが最終回には 29％に下が
り、一方、Pm は 24％から 38％に増加した。
　ソーシャルスタイル診断（註５）からは、
自己主張も感情表現も弱い「アナライザー」
が 3 割を占め、社会説物本能の 4 タイプ（註
６）からは、内向的な理想型、法則型が 65％
あり、自分の意見を明確に述べることができ
ず、居心地が悪くなるシチュエーションが想
定される。ファシリテーター診断（註７）か
らは、承認欲求が強い「興味欲求タイプ」と

「お世話焼きタイプ」で 6 割を超えているた
め、全体的には、チーム活動に停滞があって
も、そのまま終わるのではなく、前進してい
くのではないかと想定された。これらは自己
診断であり客観的ではないものの、自己をど
のように認識しているかを考える材料として
有効だと判断した。

Ⅳ．進路開拓への貢献
　進路指導上、学生からの情報として①「ガ
クチカ」（註８）が書けない（書いてもアル
バイトばかりであり、アルバイトがないとな
にもない）、②「自分の特徴」がわからない、
③「なぜその企業を志望するのか」をうまく
説明できない、ことが課題であると考えてい

た。そこで、①と②については、この活動を
通じて、ある程度、記述できるようにすべき
と考えた。
　チームによる企業研究による体験は、苦労
があるだけ、学生にとっては有意義であると
筆者は考えているが、過去の事例ではこの活
動を、「学生時代に頑張ったこと」として明
確に認識している者はあまり見当たらなかっ
た。その理由を推測すると、そもそも「ガク
チカ」でトップにくることとしては「アルバ
イト」であり、それは現実世界の組織におけ
るリアルな活動であり、期間的にも活動量で
も、あるいは人間関係の構築であっても、す
べてが授業で取り組むプログラムとは異なっ
た次元のこととして強く認識されているため
ではないかと考えられる。しかし、現実世界
と接点をもち、チームで取り組むこの授業は、
大学における活動としては、強くアピールし
てもよい素材であり、そのことを認識させる
ための一つの方法が、毎回の授業報告書の作
成と、ワードクラウドによるフィードバック
である。このことが記憶としてある程度残っ
ていたためかどうかは不明であるものの、冬
期課題としてエントリーシート・履歴書作成
の準備をさせ、その結果を 1 月に提出させた
ところ（自由記述）、大学での活動で力を入
れたこととして、このチームによる企業研究
を挙げた学生が 1 割となった。
　また、個人としての傾向についての PM 理
論、ソーシャルスタイル診断、社会説物本能、
ファシリテーター診断結果を個人ごとにとり
まとめ、個々の学生に渡し 12 月に行った学科
必修の科目「聖和総合教育」でのエントリー
シート・履歴書作成の練習の際に、自己を分
析する上での参考とさせた。上記の冬期課題
同様、自分の傾向について、これらのアンケー
トを参考している者もおり、学生を刺激する
上で役立ったものと判断できる。
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　進路開拓で大切なことは、学生自身の認識
そのものだけではない。学生がどのように自
身を思っているか、記述しているかを進路指
導する者が、把握・共有できるかどうかが、
スムーズな対応につながる。学科の進路担当
である筆者と、学生課・進路とのそれまでの
連絡会議を踏まえ、1 月の時点で、1 年生学
生の職種・業種希望、学校推薦企業への希望、
大学内での「ガクチカ」、大学外での「ガク
チカ」、自分の特徴などについて、情報を一
括して収集することができた。これにより、
進路指導おいて、学生の意識の向上と、全学
的な支援対応の向上につながっていくものと
考える。

Ⅴ．成果と課題
　今回導入したワードクラウドの効果につい
ての是非は直接学生には質問はしていない
が、否定的なコメントはなく、全体の意識を
共有するということは概ね受容されていたの
ではないかと考える。グループワーク開始前
と開始後の PM 理論の結果の特徴（註９）は、
初回は pm が 43％で多数を占めていたが最終
回には 29％に下がり、一方、Pm は 24％か
ら 38％に増加した。これは、チームとして
の進捗が停滞している局面で、あまり活動し
ていないメンバーに合わせるのではなく、締
切を意識して積極的に関与しようとした者が
多くいたことを示していると考えられる。こ
の点については、個別のコメントからも推測
できる。つまり、自分が属するチームが遅れ
気味であるように感じていても、全体として
は活動が進展している状況をワードクラウド
から把握し、主体的な行動が促されたのであ
る。インストラクションをする教員が「遅れ
ないように頑張ろう」と励ますのも支援では
あるだろうが、全体の動きを学生自身が認識
することで特別な指示がなくても責任を自覚

し活動に取り組むという自主性が働く契機と
なったのかもしれない。学生の多くは、就職
をすることになる。仕事では同僚と共に働く。
つまりチームワークが重要であり、それをす
るための主たる機能として個人のコミュニ
ケーション能力が求められている。それは挨
拶や会話力だけではなく協働するためのやり
とりをする力である。更に、他のメンバーに
依存するだけなく、必要に応じて自ら積極的
に活動に加わっていく個人としての行動力も
必要になる。本企画は、チーム力と個人の力
を高めていくことを念頭に運営されていた
が、相応の成果が得られたものと考えてもよ
いのではないだろうか。

　チームによる企業研究は、地元企業との連
携を深めることにもつながっており、この活
動の意義は大きいと考える。一方、グループ
ワークへの苦手意識や、社会人としての常識
の欠如もある。今年度の学生数は190を超え、
近年では最大となったこともあり、学生間の
物事の把握や理解、記憶力、コミュニケーショ
ンの在り方についても、バラつきがあり、す
べてに目が行き届いたものではない。しかし、
漫然と毎年同じようなプログラムを実行する
のではなく、活動を丁寧に記録し、それを振
り返り、翌年以降の改善向上に役立てていく
ことは、教育の質向上を目指す我々教員の責
務である。現 1 年次学生の進路情報について
整理収集がなされたところであり、2 月から
始まる本格的な就職活動への準備に役立て、
最終的な進路開拓に資することができるよう
継続的な調査を続けたい。

註
１． 同じメンバーで構成されたチームが何週間にも

わたって課題に取り組むという授業についての
報告は、筆者がこれまでに参加した学会や講演
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会においても聞いたことがない。一方、筆者が
この授業を紹介する機会があると、その内容に
驚かれる聴講者は珍しくない。

２． User Local テキストマイニングテキストマイニ
ングでは文章中に出現する単語ごとに「スコア」
を定める。その単語がどれだけ特徴的であるか
を表わす。通常はその単語の出現回数が多いほ
どスコアが高くなるが、「言う」や「思う」など、
どの文書にもよく現れる単語についてはスコア
が低めになる。

 参照サイト　User Local: https://www.userlocal.
jp/（2023.1.13 最終アクセス）

３． User Local を使用した論文として以下を挙げる。
 永野篤 2019「日経 STOCK リーグ導入・実践に

よるアクティブ・ラーニングの実現」『聖和学園
短期大学紀要第 57 号』

 藤井浩美 2017「目的英語指導（ESP）に基づい
た工業英語の在り方に関する研究：学習者の分
析から」『四国英語教育学会紀要第 37 号』

４． PM 理論
 リーダーシップの考え方に PM 理論では P はパ

フォーマンスで成果に力を入れ結果を出そうと
するタイプ。Ｍはメンテナンスでメンバー間の
協調を重視するタイプ。両方とも強いと大文字
の PM、両方とも弱いと小文字の pm と表記する。

 参照サイト　Learning Agency: https://www.
learningagency.co.jp/column_report/column/
hrd_column_56_171208.html

 （2023.1.13 最終アクセス）
５． ソーシャルスタイル診断
 自分の主張は強いが感情はあまりださない「コ

ントローラー」、自分の主張は強く感情表現もあ
る「プロモーター」、自己主張は弱いが感情は表
現する「サポーター」、自己主張は弱く感情を抑
制する「アアナライザー」がある。

 参考サイト　sinus rhythm coaching: https://
sinusrhythm-coaching.com/coachingtype/

 （2022.11.13 最終アクセス）
６． 社会生物本能
 「注目型」、「司令型」、「法則型」、「理想型」とい

う 4 種類の欲求傾向に分類します。
 参考サイト　社会生物本能の 4 タイプ：https://

four-types.appspot.com/About4types.html
 （2023.1.13 最終アクセス）
７． ファシリテーター診断
 オリジナリティ（自分にしかできない仕事をし

たい」という志向の強さ）と、承認欲求（「仕事
をすることで感謝されたい、ほめられたい、身
近な人から評価されたい」という志向の強さ）
を軸にしている。

 参考サイト　note：https://note.com/susync1230/ 
n/n0fec92abec40（2023.1.13 最終アクセス）

８． 「ガクチカ」とは就活用語として 10 年以上前か
ら存在する言葉で、「学生時代に力を入れたこと」
の略。

 コロナ禍で学生生活が制限され、「ガクチカ」と
して語れるものが少なくて困っているという学
生の声が話題となった。2022 年の三省堂の今年
の新語 2022 年の第 6 位である。

 参照サイト　All About：https://news.allabout.co.
 jp/articles/o/53544/p2/
 （最終アクセス 2023.1.23）
９． PM の傾向については、2018 年のアンケートと

比較すると数字に大きなバラつきがある。今年
はグループワークを後期に行っているが 2018 年
には前期に行っていることもあり単純な比較は
避けた。
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